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市民の皆さま、明けましておめでとうござい
ます。
年頭にあたり、皆さまのご健康、ご多幸を心
よりお祈り申し上げます。
就任以来、厳しい財政状況が続いておりまし
たが、市民皆さまのご理解と、ご協力を賜りな
がら、平成 22 年度決算において、10 年ぶりに
一般会計実質収支は黒字へと転換しました。さ
らに、その後も引き続き、適正な財政規律の維
持に努めるとともに、大和高田市を元気にした
いとの強い思いのもと、「自立するまちづくり」
「心豊かな、市民・教育・福祉」「元気とにぎわ
いのまちづくり」「安心・安全の美しいまちづ
くり」を政策目標とし、「高田の夢」をかたち
にすることで、活力と魅力のあるまちづくりを
進めて参りました。
今、日本社会は、少子高齢化、人口減少など
の課題を抱えています。地方から大都市圏への
若者の流出、若年女性の減少が顕著で、今後も
このような状況が続けば、将来、消滅する地方
自治体も出てくるであろうと言われています。
国においては、その解消のため、魅力ある地方
を創生し、大都市圏の一極集中から地方へと、
人の流れを変えていきたいとの方針が、打ち出
されています。
本市は、歴史や市民文化に満ちあふれ、交通
機関、道路網などの社会資本が充実し、市立病
院や市立高田商業高校を有している、暮らしや
すいコンパクトシティです。高齢者にも優しく、
もっと多くの方々に住んでいただきたい街です。
今年も、私たちのふるさと大和高田市のＰＲ
に努め、元気で誇れる高田の実現に向け、更な
る施策の展開、充実を図ることで、人口増加に
つながるよう取り組んで参ります。
皆さまのより一層のお力添えをお願い申し上
げ、新年のご挨拶といたします。

新年、明けましておめでとうございます。
市民の皆さまには、輝かしい新年をお迎えの
ことと、心からお慶び申し上げますとともに、
日頃より市政に対する温かいご理解とご協力を
賜り、厚くお礼申し上げます。
市議会を代表いたしまして、謹んで新年のご
挨拶を申し上げます。
昨年は、プロテニスの錦織圭選手が世界ラン
キング 5位に浮上する活躍をし、世界中の注
目を浴びました。同じ日本人として誇らしく、
そして嬉しく思っています。今年も更なる活躍
が期待されるところです。
その様な明るい出来事があった反面、集中豪
雨や地震など、自然災害による大きな被害も相
次ぎました。11月に長野県北部で起こった長
野県神城断層地震では、震度6弱から5強を記
録しています。この被災地であります白馬村で
は、建物の全壊や一部損壊、道路の損傷ととも
に、多くの負傷者が出ました。しかし、これだけ
大きな被害であるにもかかわらず、亡くなられ
た方がおられなかったのは不幸中の幸いであり
ました。これには日頃からの地域のある取り組
みがあったからだそうです。その取り組みとは、
各地区の区長を頂点としたピラミッド型の安否
確認システムを構築したもので、今回も高齢者
らの安否確認に役立ったそうです。同地区では、
住民の安否は区長が把握し、区長の下には「伍
長」と呼ばれる補佐役が数人おられ、それぞれ
の担当地区で安否確認をし、区長に報告する仕
組みとなっています。「住民が隣近所と顔見知り
で、高齢者がいれば助け合うという関係が普段
からできている」この関係こそがとても大切な
ことであると考えます。本市におきましても、自
主防災組織の結成により、地域での安全対策に
取り組んで頂いているところですが、白馬村に
負けない素晴らしい取り組みや住民関係を是非
とも築き上げていきたいものです。
市議会といたしましても、地域共助を大切に、
安心・安全に暮らせるまちづくりに取り組んで
まいります。
最後になりましたが、市民の皆さまのご多幸
をお祈りするとともに、本年も相変わらぬご支
援とご協力を賜りますよう心からお願い申し上
げまして、新年のご挨拶といたします。

謹賀新年
地方創生の
時代を迎えて

安心・安全の
まちづくりを

大和高田市長
吉田　誠克

大和高田市議会議長
西川　繁和
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●

お
餅
の
語
源
●

「
餅も

ち

飯い

」（
も
ち
米
で
炊
い
た
ご
は
ん
）の
略
で
、枕
草
子
や
源
氏
物
語
で
は「
も
ち
ひ
」と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

●

正
月
に
な
ぜ
お
餅
を
食
べ
る
の
？
●

奈
良
時
代
、天
皇
が
正
月
の
３
日
間
に「
歯
固
め
の
儀
式
」で
餅
を
食
べ
た
こ
と
が一
般
に
広
ま
り
、正
月
の

習
わ
し
に
な
り
ま
し
た
。歯
は
齢

よ
わ
い

を
あ
ら
わ
し
、歯
ご
た
え
の
あ
る
餅
を
か
む
こ
と
で
、齢

よ
わ
い

を
固
め
る
と
い
う
意

味
が
あ
り
、健
康
と
長
寿
を
願
っ
て
い
ま
す
。

●

お
餅
は
な
ぜ
丸
い
の
？
●

神
聖
な
も
の
で
あ
っ
た
鏡
の
形
を
模
し
た
、満
月
の
形
や
穀
物
の
霊
魂
の
形
を
模
し
た
な
ど
、諸
説
が
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。ま
た
、社
会
や
人
間
同
士
が
円
満
に
と
い
う
願
い
か
ら
、と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

●

丸
い
お
餅
、四
角
い
お
餅
●

も
と
も
と
は
平
た
く
丸
い
形
ば
か
り
で
し
た
が
、江
戸
時
代
に
、急
速
に
人
口
が
増
え
た
江
戸
で
は
、餅
を
丸

め
ず
に
四
角
く
切
り
分
け
た
ほ
う
が
作
業
効
率
が
よ
い
と
、切
り
餅
が
主
流
に
な
り
ま
し
た
。今
で
も
東
日
本

で
は
、雑
煮
に
四
角
い
餅
を
入
れ
る
の
が
定
番
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

●

お
餅
が
お
年
玉
？
●

昔
は
１
年
の
最
後
の
日
に
、年
神
さ
ま
と
い
う
神
様
が
、一
人
ひ
と
り
に「
年と

し

」を
配
り
、そ
の
た
め
人
間
は
ひ
と

つ
ず
つ
歳
を
と
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の
配
る「
年
」を
形
に
し
た
の
が
お
餅
で
し
た
。現
在
は
お
餅
か

ら
お
金
に
変
わ
り
、そ
れ
が「
お
年
玉
」と
な
っ
て
い
ま
す
。

●

大
和
高
田
市
の
お
餅
つ
き　

ー
昭
和
33
年
発
行　

大
和
高
田
市
史
よ
り
一
部
抜
粋
ー
●

餅
つ
き
は
、12
月
27
日
ご
ろ
か
ら
２
～
３
日
中
に
す
る
。新
暦
で
正
月
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、年
末
の

餅
つ
き
と
、寒
の
期
間
中
に
行
う
カ
キ
モ
チ
つ
き
と
は
別
々
に
な
っ
た
が
、旧
暦
時
代
は
朝
か
ら
晩
ま
で
つ
き
通
し

で
あ
っ
た
。こ
の
日
は
、綿
花
が
よ
く
膨
ら
む
よ
う
に
と
、村
方
で
は
柳
の
枝
を
と
っ
て
帰
り
、モ
チ
バ
ナ
を
作
っ
た
。

お
餅
つ
き

み
ん
な
で

お
餅
の

は
な
し

平
成
26
年
12
月
３
日
㈬
、磐
園
保
育
所
で「
餅
つ
き
会
」が
あ
り
ま
し
た
。

お
餅
は
昔
、食
べ
る
と
新
し
い
生
命
や
力
が
つ
く
と
言
わ
れ
、ハ
レ
の
日（
お
祝
い
の

あ
る
特
別
な
日
）に
食
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。新
し
い
年
を
迎
え
る
と
き
に
、神
様
に
供

え
た
お
餅
を
食
べ
て
、１
年
間
の
無
病
息
災
を
願
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

杵でつく前の蒸したもち米から、美味し
そうな匂いと、たくさんの湯気が広がりま
した。

「みくちゃん」がサプライズで登場。ひと
きわ大きな歓声が教室いっぱいに響き
わたります。「みくちゃん」は、どこに行っ
ても人気者です。

５歳児が交代しながら、一生懸命つきまし
た。できあがったお餅は、民生委員さんと
先生が、小さく丸めていきます。

「きなこ」や「しょうゆ」をつけて、みんなで
食べました。つきたてのお餅は、とても美
味しいね。

磐園校区の民生委員さんも参加し、園
児たちがつきやすいように、もち米をこね
ました。

「みくちゃん」も一緒に
餅つきです。園児たち
が「よいしょ、よいしょ」
と声をかけました。
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産業優良者表彰
商工業・農業の各分野で著しい功績をあげられ、市の発展に貢献されている皆さんが、産業優良者とし

て、11月19日に表彰されました。
受賞された皆さんに、深く敬意を表すとともに、今後、なお一層の活躍を期待して、お祝い申し上げます。

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業

に
お
い
て
経
営
に
精
進
さ
れ
、工

業
の
発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
功
績
に
よ
る
表
彰

本
市
産
業
の
従
業
員
と
し

て
誠
実
を
尽
く
さ
れ
、職
場
に

お
け
る
勤
務
成
績
が
優
秀
で

あ
る
と
と
も
に
、職
務
に
対
す

る
努
力
は
他
の
模
範
で
あ
る
こ

と
に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業

に
お
い
て
経
営
に
精
進
さ
れ
、商

業
の
発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
功
績
に
よ
る
表
彰

多
年
に
わ
た
り
、本
市
産
業

に
お
い
て
経
営
に
精
進
さ
れ
、農

業
の
発
展
育
成
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
功
績
に
よ
る
表
彰

●
工
業
優
良
者
表
彰

●
優
良
従
業
員
表
彰

●
商
業
優
良
者
表
彰

●
農
業
優
良
者
表
彰

瀨川 正隆さん

海老原 勉さん落合 敏男さん

上田 弘司さん井上 馨さん

寺田 俊彦さん

米田 佳嗣さん大谷 憲一さん

松村 吉庸さん古橋 和美さん

本
人
の
申
し
出
に
よ
り
、

写
真
は
掲
載
し
ま
せ
ん
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教育委員会表彰
11月10日、教育の分野で著しい功績をあげられた5名と1団体が表彰されました。
皆さん、おめでとうございます。

多
年
に
わ
た
り
、高
田
美
術
協
会

会
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、そ
の
後
理
事

と
し
て
運
営
に
も
参
加
さ
れ
、芸
術

文
化
の
振
興
に
努
め
ら
れ
る
と
と
も

に
、社
会
教
育
委
員
も
務
め
ら
れ
、本

市
の
教
育
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い

る
功
績

多
年
に
わ
た
り
、ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
と
し
て
卓
球
の
普
及
と
指
導
に
努

め
ら
れ
る
と
と
も
に
、大
和
高
田
市

体
育
協
会
の
役
員
と
し
て
、本
市
の
体

育
・ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
く
さ
れ
て
い

る
功
績

多
年
に
わ
た
り
、指
導
者
・
運
営
者

と
し
て
ス
カ
ウ
ト
活
動
に
携
わ
り
、運

動
の
活
性
化
及
び
指
導
者
育
成
に
努

め
、本
市
の
青
少
年
健
全
育
成
に
貢

献
さ
れ
て
い
る
功
績

大
和
高
田
市
青
少
年
補
導
員
と

し
て
青
少
年
健
全
育
成
に
取
り
組
ま

れ
、そ
の
後
補
導
会
副
会
長
、会
長
と

し
て
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
、本
市
の

青
少
年
健
全
育
成
と
非
行
防
止
に

貢
献
さ
れ
て
い
る
功
績

平成26年度全国高校総合体育大会での2年連続19回目の団体優勝や、
その他の大会においても優秀な成績を収められた功績

多
年
に
わ
た
り
、大
和
高
田
市
文

化
協
会
の
会
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
、そ

の
後
理
事
と
し
て
管
理
運
営
に
参
加

さ
れ
、指
導
力
を
発
揮
し
、文
化
協
会

及
び
本
市
文
化
の
発
展
に
貢
献
さ
れ

て
い
る
功
績

伏見 智恵美さん

髙橋 一馬さん森田 良輔さん

大和高田市立高田商業高等学校　男子ソフトテニス部

吉村 和久さん

涌田 厚子さん
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区　分 第 1 次 試 験 第 2 次 試 験

日　時 1月25日㈰　午前9時から 2月8日㈰　午前9時から

場　所 大和高田市役所内 大和高田市役所内

試験の
対象と
種　類

● 全職種
　一般教養試験
　専門試験（建築・土木技術職のみ）

● 全職種
①個別面接
②小論文

合格
発表 2月初め 2月末ごろ

※試験の内容に関する問い合わせについては、一切お答えできません。

大和高田市職員採用試験案内
平成26年度

平成27年度採用予定者の採用試験を、次のとおり行います。

１．職種及び試験区分、採用予定人員、受験資格など

２．試験の日時・場所・試験の種類及び合格発表

職種及び試験区分 採用予
定人員 受　　験　　資　　格

建築技術職 1 名 昭和 50 年 4月2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、短期大学、高
等学校の建築専門課程を卒業した人、または平成 27 年 3月卒業見込みの人

土木技術職 5 名
昭和 50 年 4 月 2日以降に生まれた人で、学校教育法による大学、短期大学、
高等学校の土木専門課程（農業土木を含む）を卒業した人、または平成 27
年 3 月卒業見込みの人

社会福祉士 1 名 昭和 50 年 4 月 2日以降に生まれた人で、社会福祉士資格を有する人

「短期大学」には、高等専門学校及び学校教育法による専修学校の専門課程のうち、修業年限が2年以上であり、かつ
1600時間以上の授業の履修を義務付けている課程であって、当該履修の成果が授業科目の目標に達していることを筆記試
験その他の方法により、認められることを卒業の要件とするものを含みます。

◎全ての職種において国籍は問いませんが、次のいずれかに該当する人は、受験できません。
⑴　成年被後見人または被保佐人
⑵　禁錮

こ

以上の刑に処せられ、その執行を終わるまで又はその執行を受けることがなくなるまでの者
⑶　大和高田市職員として懲戒免職の処分を受け、その処分の日から２年を経過しない者
⑷　日本国憲法又はその下に成立した政府を暴力で破壊することを主張する政党その他の団体を結成し、又はこれに加
入した者

⑸　日本国籍を有しない人で、在留資格において就職等が制限されている者
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１．申込書の交付
職員採用試験申込書は、大和高田市役所3階人事課

で交付します（市ホームページからもダウンロードできます）。
２．受付期間および受付場所

▷受付期間　1月7日㈬〜 1月16日㈮まで
※土・日曜日・祝日を除く
午前9時～午後5時

▷受付場所　市役所3階　人事課
※持参の場合は代理可

郵送の場合は、下記の送付先まで、必ず「簡易書
留」で送付して下さい（1月16日㈮当日消印有効）。
送付先：〒635-8511　大和高田市大中100番地1
大和高田市役所人事課内　大和高田市職員採用
委員会

４．提出書類
①職員採用試験申込書
②写真2枚（3か月以内に撮影した上半身の写真（縦4

㎝・横3㎝）で、1枚は申込書に貼付し、もう1枚は受験
票用に持参又は同封のこと。

③郵送の場合は、受験票返信用封筒（長形3号：23.5ｃｍ
×12.0ｃｍ）に82円切手を貼付し、住所宛名を記入のこ
と。

※１次試験合格者には、指定の期日までに、最終学校卒
業証明書、卒業見込み証明書、資格証明書又は免許
証の写しを提出していただきます。

５．合格から採用まで
⑴　最終合格者は採用候補者名簿に登載し、次の区分

により採用します。
①採用予定者…平成27年4月1日付けで採用します。
②採用候補者…平成27年4月1日から平成28年3月31

日までの間に欠員などが生じ、補充することが必要で
あるときに限り採用します。

⑵　採用候補者名簿の有効期間は、平成27年4月1日か
ら平成28年3月31日までです。

⑶　最終合格者のうち、卒業見込みの人が平成27年
3月末日までに卒業できなかった場合並びに免許また

は資格取得見込みの人が、所定の時期までにこれを
取得できなかった場合は、その時点で採用候補者名簿

（採用予定者、採用候補者）から抹消します。
⑷　本市では、採用試験（合格者決定）を適正に執行す

るため、民間有識者で構成される「大和高田市職員採
用試験検討・監理委員会」を設置しています。

６．給与について
● 平成26年4月1日現在の初任給月額は、大卒172,200

円、短大卒152,800円、高校卒140,100円で、他に扶
養手当、地域手当、住居手当、通勤手当、期末・勤勉
手当等がそれぞれの条件に応じて支給されます。

● ただし、現在、市の財政健全化に資することを目的に、
一部手当については減額措置を講じています。

●なお、初任給は、採用前の経歴などに応じて加算される
ことがあります。

● 全ての職種の給料は、行政職給料表を適用します。

７．その他
● 申込書の記載事項及び提出書類に不備がある場合

は、お返しすることがありますが、このために生じた申込
の遅延等には責任を負いませんので、受験手続には
十分注意してください。

● 受験資格がないこと、及び申込書の記載事項が正しく
ないことが判明した場合には、合格を取り消すことがあ
ります。

●この試験に関する提出書類は、一切お返ししません。な
お、提出書類等により取得した個人情報については、
今回の職員採用試験の実施のためのみに用い、それ
以外の目的には使用しません。また、大和高田市個人
情報保護条例に基づき、適正に管理します。

試験についての問い合わせ先
〒635-8511　大和高田市大中100番地1
大和高田市役所　企画政策部人事課内

「大和高田市職員採用試験委員会」
〔☎22-1101　内線212〕

３．受験手続

市ホームページ
（http://www.city.yamatotakada.nara.jp）
でも、採用情報を掲載しています。

▷募集職種　看護師
▷試験日　2月7日㈯ 午前9時
▷ところ　市立病院　講堂

※詳しくは、下記、または市立病院ホームページ
（http://www.ym-hp.yamatotakada.nara.jp）を見てください。

〔市立病院総務課内 大和高田市（市立病院）職員採用試験委員会事務局　☎53-2901〕

市立病院医療職
新規採用者募集

平成27年
４月１日採用予定
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●
応
急
手
当
普
及
員
講
習

●
文
化
財
防
火
週
間

●
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
競
争

　

入
札
等
参
加
資
格
申
請
の
受
付

応
急
手
当
普
及
員
と
は
、デ
パ
ー
ト
、劇
場
、ホ
テ
ル
な

ど
、多
数
の
者
の
出
入
り
す
る
事
業
所
の
従
業
員
や
地
域

の
団
体（
自
主
防
災
組
織
や
そ
の
他
各
種
団
体
）な
ど
を

対
象
に
、消
防
機
関
と
連
携
し
て
、救
命
講
習
の
指
導
を

実
施
で
き
る
人
で
す
。

▽
と
き

●

応
急
手
当
普
及
員
養
成
講
習

２
月
３
日
㈫
～
５
日
㈭ 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

●

応
急
手
当
普
及
員
再
講
習

２
月
６
日
㈮　

午
前
９
時
～
正
午

▽
と
こ
ろ　

か
し
は
ら
安
心
パ
ー
ク

（
橿
原
市
東
竹
田
町
２
２
４
・
１
）

▽
申
込
期
間　

１
月
５
日
㈪
～
20
日
㈫

▽
申
込
方
法　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、奈
良

県
広
域
消
防
組
合
各
消
防
署
へ
。

※
申
込
用
紙
は
、奈
良
県
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.naraksk119.jp/

）か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

〔
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部　

救
急
部

救
急
指
導
課　

☎
０
７
４
４・
26
・０
１
１
６
〕

昭
和
24
年
１
月
26
日
、重
要
文
化
財
で
あ
る
法
隆
寺
金

剛
壁
画
が
焼
失
し
ま
し
た
。文
化
庁
・
消
防
庁
で
は
、こ
の

日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
定
め
、１
月
23
日
㈮
～
29
日
㈭

は
文
化
財
防
火
週
間
で
す
。

貴
重
な
文
化
財
を
守
る
た
め
、地
域
ぐ
る
み
で
防
火
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

◎
消
火
器
の
悪
質
販
売
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う

消
火
器
の
訪
問
点
検
に
よ
る
高
額
請
求
、支
払
い
強
要
、支

払
い
に
応
じ
な
い
場
合
の
消
火
器
の
返
却
拒
否
な
ど
、被
害
が

各
地
で
多
発
し
て
い
ま
す
。巧
妙
に
点
検
業
者
を
装
い
ま
す
。

事
業
所
な
ど
で
周
知
し
、被
害
を
未
然
に
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

〔
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

高
田
消
防
署 

☎
25
・０
１
１
９
〕

▽
有
効
期
間　

平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

▽
申
請
受
付
期
間　

２
月
２
日
㈪
～
25
日
㈬

（
土
・
日
曜
日・
祝
日
を
除
く
、平
日
の
午
前
９
時
～
正

午
、午
後
１
時
～
５
時
）

▽
申
請
方
法　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、奈
良
県

広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階
総
務
部
施
設
管
理
課

契
約
係（
〒
６
３
４
・
０
８
１
６　

橿
原
市
慈
明
寺
町

１
４
９
・
３
）へ
持
参
ま
た
は
郵
送

※
要
領
と
申
請
書
類
は
、奈
良
県
広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.naraksk119.jp/

）か
ら『
平
成

27
年
度
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
物
品
調
達・
役
務
提

供
等
競
争
入
札
等
参
加
資
格
審
査
申
請
要
領
』を
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防

本
部
施
設
管
理
課
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
平
成
26
年
度
の
入
札
等
参
加
資
格
申
請
は
、１
月
30
日
㈮

に
終
了
し
ま
す
。

〔
奈
良
県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部　

総
務
部

施
設
管
理
課　

契
約
係　

☎
０
７
４
４・
26
・０
１
１
９
〕

▽
対
象
業
種

●

物
品
調
達

登
録
品
目
は
、要
領
の
物
品
種
目
別
一
覧
に
よ
り
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

役
務
提
供
等

登
録
業
種
は
、要
領
の
役
務
業
種
別
一
覧
に
よ
り
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
26
年
10
月
18
日
㈯
か
ら
24
日
㈮
ま
で
、韓
国
の
仁イ

ン
チ
ョ
ン川

で
、ア
ジ

ア
パ
ラ
競
技
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。こ
の
大
会
に
、本
市
在
住
の
仲

喜
嗣
さ
ん
が
、日
本
身
体
障
害
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
連
盟
の
強
化
選
手
と

し
て
出
場
し
ま
し
た
。平
成
26
年
９
月
29
日
㈪
に
大
和
高
田
市
役
所

を
訪
れ
、市
長
に「
２
０
２
０
年
の
東
京
五
輪
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
、が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

陵
西
小
学
校
の
児
童
が
、姉
妹
校
と
な
っ
た
リ
ズ
モ
ー
市
の
ア
ワ
ー
レ

デ
ィ
ー
ヘ
ル
プ
オ
ブ
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
小
学
校
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
成
し
ま

姉
妹
校
へ
の
贈
り
物陵

西
小
学
校

ま
ち
の
話
題

２
０
２
０
年
に
向
け
て

ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
出
場

仲
　
喜
嗣
さ
ん
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愛
犬
と
快
適
に
暮
ら
す
知
恵
が
、
住
ま
い

の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
お
手
入
れ
や
グ
ッ

ズ
に
関
す
る
こ
と
ま
で
い
っ
ぱ
い
載
っ
て

い
る
本
で
す
。

愛
犬
家
住
宅 

編
／
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

『
愛
犬
と
幸
せ
に
暮
ら
す
住
ま
い
の
本
』

1月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
あ
か
り
』

林
木
林 

作　

岡
田
千
晶 

絵
／
光
村
教
育
図
書

『
調
べ
て
み
よ
う
、書
い
て
み
よ
う
』

最
相
葉
月 

作
／
講
談
社

『
コ
ケ
シ
ち
ゃ
ん
』

佐
藤
ま
ど
か 

作
／
フ
レ
ー
ベ
ル
館

『
お
い
し
い
野
菜
が
た
く
さ
ん
で
き
る
！
土
・
肥
料
の
作
り
方
・
使
い
方
』

原
由
紀
子 

著　

柴
田
一 

監
修
／
西
東
社

『
日
本
人
の
英
語
は
な
ぜ
間
違
う
の
か
？
』

マ
ー
ク
・
ピ
ー
タ
ー
セ
ン 

著
／
集
英
社
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

『
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
』

ボ
エル
・
ウ
ェス
テ
ィ
ン 

著　

畑
中
麻
紀
・
森
下
圭
子 

共
訳
／
講
談
社

1月の新着図書

◎
８
番
目
の
干
支
、“
未
”

２
０
１
５
年
は“
未
年
”。そ
こ
で

今
回
は
、「
ヒ
ツ
ジ
」が
登
場
す
る
本

を
紹
介
し
ま
す
。ヒ
ツ
ジ
の
描
き
方

も
色
々
で
、ど
の
本
に
も
か
わ
い
い

ヒ
ツ
ジ
が
出
て
き
ま
す
。

『
ヒ
ツ
ジ
の
お
や
こ
の
お
く
り
も
の
』

（
谷
真
介 

文
　
赤
坂
三
好 

絵

／
佼
成
出
版
社
）

と
て
も
わ
が
ま
ま
な
男
の
子
が

ヒ
ツ
ジ
の
親
子
の
世
話
を
す
る
よ
う

に
な
っ
て
…
。日
本
と
同
じ
動
物
の

干
支
を
も
つ
、中
国
の
昔
話
を
元
に

し
た
絵
本
で
す
。

『
ね
な
い
こ
ど
の
こ
』

（
フ
ィ
リ
ス・ル
ー
ト 

文

ス
ー
ザ
ン・ゲ
イ
バ
ー 

絵

野
の
水
生 

訳
／
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

元
気
い
っ
ぱ
い
10
匹
の
子
ヒ
ツ

ジ
た
ち
が
、1
匹
ず
つ
眠
っ
て
い
き

ま
す
。ペ
ー
ジ
を
め
く
り
な
が
ら
寝

な
い
子
を
数
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

終
わ
る
こ
ろ
に
は
眠
っ
て
し
ま
う
絵

本
…
か
な
!?

『
た
ま
ご
の
森
の
も
の
が
た
り
』

（
か
わ
か
み
た
か
こ 

作

／
フ
レ
ー
ベ
ル
館
）

ど
こ
か
に
あ
る
た
ま
ご
の
森
の

も
の
が
た
り
。毎
日
い
ろ
ん
な
こ
と

が
起
こ
っ
て
い
ま
す
が
、そ
の
中
の

い
く
つ
か
を
お
話
し
て
く
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
、こ
こ
に
出
て
く
る
子
ヒ

ツ
ジ
は
、シ
ュ
ー
ク
リ
ー
ム
山
に
住

ん
で
い
る
そ
う
で
す
よ
。（
児
童
書
）

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕

◎おはなし会
かい

▷とき　1月10日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい

● 絵
え

本
ほん

	 『あさの絵
え

本
ほん

』
● おはなし	 『みるなのくら』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫
▷とき　1月24日㈯ ごぜん10じ30ぷん～
▷ところ　としょかん　2かい

● 絵
え

本
ほん

	 『ごろごろにゃーん』
● おはなし	 『めじか坂

ざか

の話
はなし

』

※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
があります。

し
た
。陵
西
公
民
館
で
お
り
紙
教
室
を
し
て
い
る
立
野
ミ
ヤ
子
さ
ん
の

協
力
の
も
と
作
っ
た
、恐
竜
・コ
ア
ラ・
風
船
な
ど
の
お
り
紙
作
品
や
、生

徒
た
ち
が
撮
影
し
た
学
校
紹
介
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
を
、リ
ズ
モ
ー
市
へ
届

け
ま
し
た
。

平
成
26
年
11
月
26
日
㈬
、片
塩
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
改
修
工
事

完
了
を
祝
う
式
典
が
あ
り
ま
し
た
。き
れ
い
に
な
っ
た
屋
根
と
、消
費

電
力
を
節
約
で
き
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
電
球
で
、以
前
よ
り
も
明
る
く
な
り
ま
し

た
。買
い
物
を
す
る
人
や
通
行
す
る
人
に
、よ
り
安
全
と
安
心
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

明
る
く
な
り
ま
し
た

片
塩
商
店
街
ア
ー
ケ
ー
ド
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「
閉
じ
こ
も
り
」を
予
防
し
ま
し
ょ
う

寒
さ
も
本
格
的
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
は
家
か
ら
出

て
い
ま
す
か
。

「
閉
じ
こ
も
り
」
は
、
一
週
間
に
一
度
も
、
外
出
し
な
い
状
態
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
昨
年
と
比
べ
て
、
外
出
頻
度
が
減
少
し
て

い
る
場
合
は
要
注
意
で
す
。
知
ら
な
い
う
ち
に
「
閉
じ
こ
も
り
」

に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

○「
閉
じ
こ
も
り
」
は
、
要
介
護
状
態
に
つ
な
が
り
ま
す

「
閉
じ
こ
も
り
」
自
体
は
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
動
か

な
い
こ
と
で
筋
力
が
低
下
し
、
食
欲
や
行
動
意
欲
が
な
く
な
り
、

心
と
身
体
は
衰
え
て
い
き
ま
す
。
動
か
な
い
状
態
が
さ
ら
に
続

く
と
、
低
栄
養
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
、
寝
た
き
り
、
認
知
症
に

つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

○「
閉
じ
こ
も
り
」
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

①
1
日
30
分
以
上
、
身
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

歩
行
な
ど
無
理
の
か
か
ら
な
い
程
度
の
有
酸
素
運
動
を
、

1
日
30
分
以
上
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
家
事
、
庭
仕
事
、

畑
仕
事
な
ど
、
普
段
の
生
活
の
中
で
体
を
動
か
す
よ
う
に
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

地
域
医
療
連
携

セ
ン
タ
ー
の
仕
事

当
院
の「
地
域
医
療
連
携
セ
ン

タ
ー
」は
、地
域
の
医
療
機
関
や
保

健
機
関
、介
護
関
連
施
設
な
ど
と

連
絡
を
取
り
、患
者
さ
ん
が
安
心

し
て
治
療
に
専
念
で
き
る
よ
う
に

努
め
て
い
ま
す
。

今
回
は
、現
在
当
セ
ン
タ
ー
が

力
を
入
れ
て
い
る『
医
科
歯
科
連

携
に
よ
る
が
ん
患
者
さ
ん
の
口
腔

ケ
ア
』に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

が
ん
は
、１
９
８
１
年
以
降
、日

本
人
の
死
因
の
第
１
位
と
な
っ
て

い
ま
す
。

が
ん
治
療
は
、近
年
め
ざ
ま
し

く
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、ど
の
よ

う
な
抗
が
ん
剤
を
使
用
し
て
も
、

副
作
用
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。患

者
の
40
％
の
人
に
口
の
ト
ラ
ブ
ル

が
起
こ
り
、そ
の
う
ち
の
半
数
の

人
に
は
、重
度
の
口
内
炎
が
発
症

し
ま
す
。こ
れ
に
よ
っ
て
、治
療
の

延
期
や
、薬
の
量
が
変
更
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

意
外
に
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、放
射
線
治
療
や
抗
が
ん

剤
治
療
を
す
る
と
、重
度
の
口
内

炎
、歯
肉
の
腫
れ
や
味
覚
障
害
な

ど
の
副
作
用
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
口
の
中
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

口
の
中
の
衛
生
状
態
が
悪
い
人
に

起
こ
り
や
す
く
、予
防
的
な
口
腔

ケ
ア
で
そ
の
症
状
を
軽
く
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。こ
の
た
め
、が
ん

患
者
さ
ん
の
口
腔
ケ
ア
を
、病
院

と
歯
科
が
連
携
協
力
し
て
行
っ
て

い
ま
す
。

市
内
に
は
、37
の
歯
科
医
院
が

あ
り
ま
す（
当
院
と
の
連
携
協
力

歯
科
医
院
は
28
医
院
）。

平
成
25
年
か
ら
26
年
度
に
か
け
、

「
大
和
高
田
市
口
腔
機
能
管
理
医

科
歯
科
連
携
研
修
会
」を
、計
５
回

開
催
し
ま
し
た
。口
腔
ケ
ア
の
重

要
性（
手
術
後
肺
炎
を
は
じ
め
と

す
る
、術
後
合
併
症
の
症
例
な
ど
）

を
理
解
し
、治
療
前
の
歯
科
受
診

を
奨
励
し
て
い
ま
す
。

主
治
医
は
、患
者
さ
ん
が
歯
科

を
受
診
し
治
療
す
る
た
め
に
、傷

病
名・紹
介
目
的・治
療
予
定・治
療

経
過・ビ
ス
フ
ォ
ス
フ
ォ
ネ
ー
ト（
Ｂ

Ｐ
）製
剤〈
骨
病
変
の
進
行
を
抑

え
る
薬
〉・ス
テ
ロ
イ
ド
剤
の
使
用

な
ど
の
情
報
を
記
録
し
た「
診
療

情
報
提
供
書（
紹
介
状
）」を
作
成

し
、歯
科
医
院
へ
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、歯
科
医
師
に
、当
院
に
入

院
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
と
こ
ろ

ま
で
、往
診
に
来
て
も
ら
う
場
合

も
あ
り
ま
す
。

病
院
医
療
者
と
地
域
歯
科
が
協

力
し
、治
療
が
効
果
的
に
な
る
よ

う
努
め
て
い
ま
す
。

◎
口
腔
ケ
ア
と
は

広
義
に
は
、口
腔
の
も
つ
あ
ら
ゆ

る
は
た
ら
き（
咀
し
ゃ
く・
嚥え

ん

下げ

・
発

音・呼
吸
な
ど
）の
ケ
ア
を
意
味
す
る
。

狭
義
で
は
、口
腔
衛
生
の
維
持・向
上

に
主
眼
を
お
く
、一連
の
口
腔
清
掃
を

中
心
と
し
た
口
腔
ケ
ア
を
さ
す
。

『
が
ん
治
療
を
受
け
る

患
者
さ
ん
の
口
腔
ケ
ア
の
流
れ
』

【
ポ
イ
ン
ト
①
】か
か
り
つ
け
歯
科

医
院
を
定
期
的
に
受
診
し
、入

院
前
か
ら
、い
つ
も
口
腔
ケ
ア
を

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
ポ
イ
ン
ト
②
】が
ん
と
診
断
さ
れ

た
ら
、が
ん
治
療
を
始
め
る
2

週
間
前
ま
で
に
、歯
科
を
受
診

し
、口
腔
ケ
ア
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
ポ
イ
ン
ト
③
】が
ん
治
療
と
並
行

し
て
、口
腔
ケ
ア
を
し
ま
し
ょ
う
。

【
ポ
イ
ン
ト
④
】退
院
後
も
、口
腔
ケ

ア
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

〔
地
域
医
療
連
携
セ
ン
タ
ー

副
セ
ン
タ
ー
長　

山
本
こ
ず
え
〕

《
産
科
か
ら
の
連
絡
》

１
月
１
日
か
ら
、産
科
の
分
娩
取
扱
い

制
限
を
緩
和
し
、新
た
に
、五
條
市
、北
葛

城
郡
、吉
野
郡
を
分
娩
取
扱
い
地
域
と
し

ま
す
。詳
し
く
は
、当
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

見
て
く
だ
さ
い
。

9



「
ま
こ
と
に
お
急
ぎ
の
と
こ
ろ
…
」

や
わ
ら
か
な
男
性
の
声
で
、踏

切
事
故
の
た
め
に
列
車
が
遅
れ
る

と
い
う
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
ま
し

た
。ホ
ー
ム
に
い
る
人
た
ち
の
間

に
、ざ
わ
つ
き
が
広
が
り
ま
し
た
。

「
も
う
、い
ら
ん
わ
ぁ
」

「
こ
ま
っ
た
わ
ぁ
」

ひ
と
し
き
り
の
ざ
わ
つ
き
の
後
、

皆
が
時
計
と
静
か
な
線
路
を
見
つ

め
て
い
ま
し
た
。そ
ん
な
時
に
、

「
踏
切
事
故
だ
っ
て
ぇ
。事
故
に

あ
っ
た
人
は
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
や

ろ
か
？
」

誰
も
が
列
車
が
遅
れ
る
こ
と
へ

の
不
安
で
い
っ
ぱ
い
の
中
、踏
切
事

故
の
様
子
を
心
配
す
る
声
が
聞
こ

え
て
き
ま
し
た
。

そ
の
日
の
夜
、※
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
に
つ
い
て
、友
人
た
ち
と
話
し

合
っ
て
い
ま
し
た
。

「
人
権
を
認
め
な
い
よ
う
な
発
言

は
、許
せ
へ
ん
や
ろ
」

「
で
も
、表
現
の
自
由
は
憲
法
で

保
障
さ
れ
て
る
や
ん
」

そ
ん
な
時
、一人
の
友
人
が
、

「
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
し
て
い
る

近
く
の
人
波
の
中
で
、涙
を
流

し
て
い
る
人
を
見
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。そ
れ

か
ら
、涙
を
流
し
て
い
た
人
の
こ

と
を
皆
で
考
え
ま
し
た
。

か
つ
て
、職
場
の
上
司
に
よ
く

言
わ
れ
た
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
見
え
る
も
の
を
し
っ
か
り
と
見

て
、見
え
な
い
も
の
を
見
よ
う

と
す
る
こ
と
が
大
切
や
」

見
え
な
い
も
の
を
見
よ
う
と
す

る
こ
と
が
、教
員
と
し
て
、人
間
と

し
て
の
成
長
に
つ
な
が
る
こ
と
を
、

何
度
も
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。列

車
が
遅
れ
る
と
い
う
現
実
の
向
こ

う
で
、傷
つ
い
て
い
る
人
が
い
る
か

も
し
れ
な
い
こ
と
。そ
し
て
、ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
の
喧
噪
の
中
で
、そ
の

言
葉
に
傷
つ
き
涙
を
流
し
て
い
る

人
が
い
る
こ
と
。こ
の
2
つ
の
出

来
事
を
通
し
て
、上
司
の
言
葉
を

思
い
出
し
ま
し
た
。

「
こ
の
言
葉
を
心
の
道
し
る
べ
に
」

こ
れ
が
私
の
新
年
の
誓
い
で
す
。

※
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ

憎
悪
に
基
づ
く
差
別
的
な
言

動
。国
籍
や
人
種
な
ど
の
特
質
を

理
由
に
、個
人
や
集
団
を
お
と
し

め
、差
別
を
あ
お
る
よ
う
な
主
張

を
す
る
こ
と
。

〔
人
権
施
策
課　

内
線
２
７
９
〕

見
え
な
い
も
の
を
　
見
よ
う
と
す
る
心

142

②
積
極
的
に
人
と
交
流
を
し
ま
し
ょ
う

人
と
の
付
き
合
い
が
あ
る
高
齢
者
ほ
ど
、
生
活
の
自
立
度

は
保
た
れ
や
す
く
、長
生
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

散
歩
、
買
い
物
、
仕
事
、
知
人
や
友
人
と
の
交
流
、
通
院
な
ど
、

様
々
な
機
会
を
活
用
し
て
、
人
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
ま
で
の
人
生
で
得
た
知
識
や
経
験
、
技
術
を
誰
か
の

た
め
に
役
立
て
て
み
ま
せ
ん
か
。
難
し
く
考
え
ず
、
自
分
が

や
れ
そ
う
な
こ
と
、
無
理
な
く
で
き
そ
う
な
こ
と
か
ら
始
め

て
み
ま
し
ょ
う
。
自
宅
周
辺
の
美
化
・
環
境
整
備
の
活
動
、

防
災
活
動
、
高
齢
者
福
祉
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
地
域
の
再

発
見
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

○
運
動
の
教
室
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
3
か
所
の
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
に
委
託
を
し
、
さ
わ
や
か
生
活
教
室
、
転
倒
予
防
教

室
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
家
で
簡
単
に
で
き
る
体
操
や
ス
ト
レ
ッ

チ
、
体
力
測
定
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

●

さ
わ
や
か
生
活
教
室
…
市
内
6
か
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
本
誌
の
「
お
知
ら
せ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」
7
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

●

転
倒
予
防
教
室
…
市
内
3
か
所
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
誌

11
月
号
の
挟
み
込
み
チ
ラ
シ
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ

よ
り
」
で
、
詳
し
い
場
所
や
日
程
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

「
閉
じ
こ
も
り
」
か
ら
要
介
護
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
元

気
な
体
を
維
持
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

〔
地
域
包
括
支
援
課　

内
線
５
５
８
〕
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インターネット時代の子どもたち
学校教育とデジタル環境

アドバイザークラブです

こちら電子自治体

真
新
し
い
こ
の
建
物
は
、何
で

し
ょ
う
か
。

こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で
し
ょ
う
。

答
え
は
、う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で
す
。

「
こ
れ
か
ら
１
限
目
の
授
業
を
始
め
ま
す
」

当
番
児
童
の
元
気
な
号
令
で
授
業

が
始
ま
り
、

「
さ
あ
、今
日
も
１
日
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
」

黒
板
の
前
で
チ
ョ
ー
ク
を
片
手
に
先

生
が
言
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時
代
に
な
っ
て
も
、

「
読
み・
書
き・
そ
ろ
ば
ん
」の
基
本
ス

タ
イ
ル
は
変
わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

２
０
１
４
年
か
ら
は
、学
校
の
サ
ー

バ
ー
の
ク
ラ
ウ
ド
化（
※
デ
ー
タ
を
自

分
の
パ
ソ
コ
ン
な
ど
で
管
理
せ
ず
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
管
理
す
る
こ
と
）の

検
討
が
進
ん
で
い
て
、20
年
に
は
デ
ジ
タ

ル
教
科
書
が
導
入
さ
れ
ま
す
。学
校

情
報
化
の
波
が
急
速
に
広
が
り
、授
業

環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、学
校
や
家
庭
で
の

準
備
は
大
丈
夫
だ
ろ
う
か
、と
考
え
て
し

ま
う
の
は
、私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
の

広
が
り
は
、と
ど
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら

ず
、小
学
校
の
授
業
ス
タ
イ
ル
に
も
、

新
し
い
要
素
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま

す
。そ
の
反
面
、課
題
も
多
く
あ
り
ま

す
。デ
ジ
タ
ル
に
強
い
先
生
は
、多
忙
な

中
で
も
デ
ジ
タ
ル
授
業
に
前
向
き
で
す

が
、今
は
、日
々
の
授
業
が
大
事
と
言

う
先
生
に
、デ
ジ
タ
ル
環
境
に
強
く
な
っ

て
く
だ
さ
い
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

現
在
の
学
校
の
デ
ジ
タ
ル
環
境
を
み

て
み
る
と
、パ
ソ
コ
ン
も
子
ど
も
の
数
だ

け
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。早
い
学
校
で

は
、１
年
生
か
ら
授
業
で
パ
ソ
コ
ン
の
基

礎
勉
強
を
し
て
い
ま
す
。

低
学
年
は
、パソ
コ
ン
の
起
動
と
終
了
、

マ
ウ
ス
の
使
い
方
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
検
索

な
ど
、パソ
コ
ン
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

ロ
ー
マ
字
の
授
業
が
始
ま
っ
て
い
る
学

年
で
は
、、ロ
ー
マ
字
の
練
習
に
パ
ソ
コ
ン

の
入
力
が
ぴ
っ
た
り
合
う
の
で
、パ
ソ
コ
ン

の
基
礎
を
覚
え
な
が
ら
ロ
ー
マ
字
の
練

習
も
で
き
る
一
挙
両
得
を
狙
っ
た
授
業

も
人
気
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、子
ど
も
に
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を

教
え
る
こ
と
は
、パ
ソ
コ
ン
に
興
味
を
持

た
せ
る
意
味
で
も
重
要
と
言
え
ま
す
。

マ
ウ
ス
の
使
い
方
の
練
習
で
は
、「
基
本

は
こ
う
だ
よ
」と
教
え
た
上
で
、手
の
大

き
さ
に
合
わ
せ
た
指
の
添
え
方
、ク
リ
ッ

ク
、ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク
操
作
を
し
っ
か
り
教

え
ま
す
。子
ど
も
は
覚
え
る
の
も
早
い

で
す
が
、飽
き
る
の
も
早
い
の
で
、間
を

置
く
な
ど
タ
イ
ミ
ン
グ
が
大
事
で
す
。

高
学
年
で
は
、エ
ク
セ
ル（
表
計
算

ソ
フ
ト
）や
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト（
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
）を
使
っ
た
授
業
を

行
い
ま
す
。

エ
ク
セ
ル
は
、計
算
に
強
く
大
量
の

デ
ー
タ
の
処
理
が
で
き
、ビ
ジ
ネ
ス
な
ど

で
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
奈
良
県
年
間
平
均
気

温
」の
デ
ー
タ
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
入

手
し
て
エ
ク
セ
ル
に
入
力
し
、棒
、円
、線

な
ど
の
様
々
な
グ
ラ
フ
を
作
成
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
資
料
作
り
に
適
し
て
い
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
選
ん
で
取
り
込
み
、ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
動
き
を
つ
け
、「
コ
メ
作

り
」 「
ヘ
チ
マ
の
観
測
日
記
」 「
世
界
遺

産
新
聞
」な
ど
の
作
品
作
り
と
発
表
に

活
か
せ
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
に
強
く
な
る
コ
ツ
は
、「
覚
え

る
よ
り
慣
れ
よ
」で
、楽
し
み
な
が
ら

何
回
も
繰
り
返
す
こ
と
で
す
。

問
題
は
先
生
の
多
忙
さ
に
あ
り
、通

常
の
授
業
で
大
変
な
上
に
、パ
ソ
コ
ン
と

な
る
と
満
足
の
い
く
授
業
は
で
き
ま
せ

ん
。そ
こ
で
、パ
ソ
コ
ン
授
業
を
支
援
す

る
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、企
業
な
ど
を

退
職
し
た
シ
ニ
ア
の
皆
さ
ん
の
力
を
借

り
る
の
も
、こ
の
問
題
を
解
決
す
る
一つ

の
方
法
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

◎
ス
マ
ホ・
ケ
ー
タ
イ
啓
発
講
習

◎
学
校
情
報
化
支
援

◎
も
の
づ
く
り
教
室

▽
問
合
せ

電
子
自
治
体
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
ク
ラ
ブ

☎
０
７
４
２・
36
・８
５
２
０

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
、電
話
を
し

て
く
だ
さ
い
。

デジタル教室風景

画像の拡大提示や書き込み、 
音声、動画などの活用
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